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骨髄濃縮時にみられたチャネル内の脂肪層分離と細胞凝集
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骨髄液（液量 1,192ml，Hct 29％，ヘパリン濃度 10
単位/ml）にACD-A液 119ml を加えて赤血球除去を開
始．採取ラインは色調薄く，Spectra OptiaⓇ採取プリファ
レンスの傾向グラフはプリファレンスを挟んで上下に
波打つ規則的な曲線で，採取ポートは真っ白なため，
プリファレンスを 45に下げ採血流量を 80ml/分に減速．
一時は安定も 4サイクル頃に同じ曲線が再出，有核細
胞回収率 18％，Hct 2.5％だった．プリファレンスを 40
に下げ，傾向グラフは時に 20を超えて上または下を推
移した．6サイクル後も回収率 26％と低値で施設の終

了基準 40％を下回るため 10サイクルまで処理を施行
し終了した（Hct 2.0％，有核細胞回収率 37％，単核球
回収率 72％）．遠心分離機よりチャネルを取り出したと
ころ内部にまだらな脂肪層（図 A）とバフィーコート
の集塊が確認できた（図 B，C）．骨髄バッグと採取産
物バッグに脂肪滴はなく，脂肪成分がチャネル内に蓄
積しコネクタ内での分離に影響を与えていたと予想さ
れた．骨髄濃縮時には採取産物のサンプリングにより
適切に処理できているか確認を行う必要がある．
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